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事務事業名 市民総合体育大会開催事業
事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4413

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 621 事務事業コード 621-01-02

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

青少年の健全育成や市民の健康づくり

目的
（どうしたいか）

大会を通じて競技スポーツの普及発展とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、併せて健康の増進と親睦を図る。

手段
（事業内容）

各種目（ソフトボール、バドミントン、卓球、バレーボール、剣道、柔道、サッカー、バスケットボール、ソフトテニス、テニス）の参加
受付及び取りまとめや、円滑な大会運営のための主管団体との連絡調整、当日運営補助等。

施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目 1 保健体育総務費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
市民総合体育大会実行委員会への大
会運営として
助成金：1,755千円
総合スポーツセンター利用料：733千
円

当初予算額 事業費

0 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 大会開催日数 単位 日

2,610 2,610 2,610

決算額
事業費 1,589 2,488 －

特定
財源等 0

≪事業の参考数値等≫

実績 27 26 － 【不成立により中止】
・ソフトボール（一般女子）
・バレーボール(一般男子)
・テニス(一般男女子2部)

指標の説明 市民総合体育大会の総開催日数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 大会参加人数 単位 人

目標（見込） 35 35 35

目標（見込） 2,356 2,624 2,600

実績 1,644 2,546 －

指標の説明 市民総合体育大会の参加人数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 一定の成果は上がっているが向上余地がある。

B類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

A対象範囲や水準、手段は妥当か。 妥当である。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響がある。

総合評価 現状維持 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

新型コロナウイルス感染症による影響はあるものの、当該大会はスポーツ
の普及・振興に対する一つの柱的な事業である。
種目により参加者数の増減があることから、競技種目ごとに部門の細分化
や統合について検討する必要がある。

今後も主管団体となる体育協会及び中学校体育連盟と連携し、競技
スポーツの普及発展等に重点を置いた大会として、市民が幅広く参
加できるよう取り組みを進める。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

A人件費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

受益者負担の割合は適正か。 適正な受益者負担である。
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事務事業名 スポーツ大会開催事業
事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4416

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 621 事務事業コード 621-01-03

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

市民

目的
（どうしたいか）

スポーツ大会を通じて、健康・体力づくりと参加者相互の親睦・交流を図る。

手段
（事業内容）

市民体育祭、市民マラソン大会、少年サッカー大会、グラウンド・ゴルフ大会等を開催。開催にあたっては、体育協会、スポーツ推
進委員、スポーツ少年団、グラウンド・ゴルフ協会等、各関係団体と連携、また、一部を民間に委託し実施。

施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目 1 保健体育総務費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
スポーツ大会開催委託料:8，023千円
賞品代:267千円
３市町ふれあい交流グラウンド・ゴルフ
大会負担金:30千円

【特定財源】
大会等参加費：660千円

当初予算額 事業費

660 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 大会日数 単位 日

7,840 8,801 9,925

決算額
事業費 3,638 8,320 －

特定
財源等 212

≪事業の参考数値等≫

実績 5 17 － 【各大会参加者延べ人数】
市民体育祭：6,261人
市民マラソン大会：641人
小学生サッカー大会：廃止
（以下グラウンド・ゴルフ）
月例大会（11回）：1,698人
グランドチャンピオン大会：67人
３市町ふれあい交流大会：125人
市長杯大会：185人

指標の説明
市民体育祭、市民マラソン大会、少年サッカー大会、グラウンドゴルフ大会等の総開
催日数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 全体会の参加人数 単位 人

目標（見込） 17 17 17

目標（見込） 8,000 8,000 9,000

実績 725 8,977 －

指標の説明
市民体育祭、市民マラソン大会、少年サッカー大会、グラウンドゴルフ大会等の参加
延べ人数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 期待どおりの成果が上がっている。

B類似事業との統廃合はできるか。 統廃合について検討の余地がある。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

A対象範囲や水準、手段は妥当か。 妥当である。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響がある。

総合評価 現状維持 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

市民体育祭、市民マラソン大会、グラウンド・ゴルフ大会については、いずれ
も市民に親しまれた大会として多くの参加者により実施していることから、
今後も市民の健康及び体力づくりに欠かせない事業として継続して行うこ
ととする。

令和４年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止
していた市民体育祭や市民マラソン大会等の大会を再開し、参加者
数はコロナ禍以前の水準、もしくは反動によりそれ以上となった事業
も見受けられ、目標値を達成することが出来た。次年度以降について
も同様の成果を挙げられるよう事業を実施する。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

A人件費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

受益者負担の割合は適正か。 適正な受益者負担である。
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事務事業名 普通救命講習会開催事業
事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4413

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 621 事務事業コード 621-02-01

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

市民

目的
（どうしたいか）

スポーツやレクリエーション活動等において、疾患等の事故が発生した際に適切な処置を行えるよう、心肺蘇生法、ＡＥＤの使用
法等の救命処置等について講習を受けていただく事で、活動の安全性向上を図る。

手段
（事業内容）

普通救命講習会実施に係る参加者募集の為の広報掲載、使用施設の予約（総合スポーツセンター）、当日受付及び運営補助、
当日の準備事務等を行っている。また、講師については柏原羽曳野藤井寺消防本部に依頼し、実施内容等を調整し、開催して
いる。

施策の方向 1 スポーツ・レクリエーションの推進 目 1 保健体育総務費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
会場使用料：33千円

【特定財源】

当初予算額 事業費

0 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 普通救命講習会開催日数 単位 日

40 42 33

決算額
事業費 14 33 －

特定
財源等 0

≪事業の参考数値等≫

実績 1 2 －

指標の説明 普通救命講習会の開催日数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 普通救命講習会参加人数 単位 人

目標（見込） 2 2 2

目標（見込） 100 100 160

実績 20 36 －

指標の説明 普通救命講習会の参加人数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 一定の成果は上がっているが向上余地がある。

B類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 大きく貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

A対象範囲や水準、手段は妥当か。 妥当である。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響は大きい。

総合評価 現状維持 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

　救急救命講習については、学校体育施設開放事業（プール）や、スポーツ
推進事業においては必要不可欠であり、３年に１度、資格の更新が必要な
ため、定期的な開催が必要である。
　令和４年度については、学校プールの老朽化により学校プール授業を全
校を中止したことに伴い、学校施設開放事業についても中止したこともあ
り、参加人数が減少した。

　令和５年度は、厚生労働省が推奨している「新型コロナウイルス感
染症の流行を踏まえた市民による救急蘇生法について（指針）」に基
づき関係団体と連携しながら講習を行う。今後は、事前のWEB講習
による受講時間の短縮等の講習内容の見直しの検討も進める。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

A人件費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

受益者負担の割合は適正か。 受益者負担を求める性質のものではない。
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事務事業名 スポーツ推進委員関連事務事業
事務の種類 自治事務（義務的なもの）

連絡先 内線4415

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 622 事務事業コード 622-01-01

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

市民

目的
（どうしたいか）

スポーツの実技指導及びニュースポーツの普及活動をとおして、心身の健全な発達、生きがいのある豊かな生活の実現に寄与
する。

手段
（事業内容）

スポーツ基本法に基づき教育委員会が委嘱した各小学校区最大２名の委員が、生涯スポーツの推進役として市民の求めに応じ
てスポーツの実技指導を行う。また、市民のスポーツ活動の促進の為、スポーツ団体のみならず、学校、公民館等の教育機関そ
の他行政機関の行うスポーツ関連の行事や事業に協力する。

施策の方向 2 スポーツ・レクリエーションを推進する仕組みづくり 目 1 保健体育総務費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
報酬：1,260千円
食糧費：20千円
総合スポーツセンター利用料：43千円
負担金：31千円
被服費：143千円
消耗品費：8千円
庁用器具費：38千円

当初予算額 事業費

0 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 定例会の開催回数 単位 回

2,029 2,172 2,097

決算額
事業費 1,661 1,543 －

特定
財源等 0

≪事業の参考数値等≫

実績 9 12 － 新型コロナウイルス感染症との共生(通称：
withコロナ)が進み、同感染症の5類感染症
への移行を見据え、感染症対策を適宜行い、
定例会及びイベントの実施回数はコロナ禍以
前と同水準程度に回復。イベントへの参加者
数はコロナ禍以前まで右肩下がりで減少傾向
であったが、回復し上回るイベントもあったこ
とから、イベント内容の精査(ニュースポーツ
つどいにおける種目の組み替え、体力測定の
追加実施)と積極的な周知(LINE通知や小学
生ごとへのチラシの配布)がこれらの事象に寄
与しているとも推測する。

指標の説明
定例会として、イベント等に係る協議・調整等の会議及びニュースポーツ等の実技
研修会の開催回数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 イベントの開催回数 単位 回

目標（見込） 12 12 12

目標（見込） 5 5 5

実績 2 4 －

指標の説明
「ニュースポーツのつどい」と題した、市民が無料で気軽に参加できる、バウンスボー
ル、カローリング等のニュースポーツ体験イベントの開催回数４回。令和4年度から
は新規事業としてウォーキングイベントを年１回実施。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 一定の成果は上がっているが向上余地がある。

B類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

B対象範囲や水準、手段は妥当か。 概ね妥当であるが見直しの余地がある。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響がある。

総合評価 改善して継続 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

市全域における社会体育及び生涯スポーツ等の普及を担っており、主催イベントのみ
ならず、教育委員会主催イベントにも協力するなど、市内におけるスポーツの普及や推
進に必要な人員である。また、各小学校区ごとに委員が配置されているが、市民との
直接的な情報交換の窓口として、地域スポーツの振興へ積極的に関与していくことが
望まれる。
一方、スポーツ推進委員へのなり手が不足し、委員数の確保が困難になりつつあるこ
とから、継続的なスポーツの推進にあたり、委員がよりやりがいが持てるよう事業内容
の改善、研修等による資質や委員の認知度の向上につながる取り組みについて検討
する。

新型コロナウイルス感染症が5類感染症へ移行したことにより、同感染症に対す
る社会的な制約がほぼなくなったことから、コロナ禍以前と同様に活動に努めて
いく。
また、委員からより活発な議論を求める声があり、新規ウォーキングイベントや、
ニュースポーツのつどい内での体力測定の実施等、各委員からの発信によりイ
ベント等の充実が図られるようになってきており、令和5年度は目的別に小規模
の検討会を設置し、より議論が深く且つ活発になるように工夫し、統一した目標
設定の元、スポーツ推進委員の活動を効率的・効果的に活性化していけるよう
改善していく。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

B人件費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

受益者負担の割合は適正か。 見直しを検討する余地がある。
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#

事務事業名 体育施設管理事務事業
事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4413

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 623 事務事業コード 623-01-02

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

羽曳野市直営スポーツ施設(石川スポーツ公園、中央スポーツ公園、中央スポーツ公園市民プール、陵南の森運動広場、
羽曳が丘テニスコート、茶山テニスコート)

目的
（どうしたいか）

施設の適正な管理を行うことで、生涯スポーツの場を提供し、市民の健康の保持増進及び相互交流の促進を図る。

手段
（事業内容）

施設の維持管理

施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目 3 体育施設管理運営費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
光熱水費：5,318千円
業務委託料：33,050千円
修繕費：1,090千円
手数料：100千円
【特定財源】
施設使用料：6,988千円
教育財産使用料等（電柱・自販機等）
：1,864千円

当初予算額 事業費

8,852 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 業務委託数 単位 件

23,231 32,745 45,697

決算額
事業費 22,053 39,558 －

特定
財源等 13,838

≪事業の参考数値等≫

実績 11 11 － （各施設延べ利用者数）
石川スポーツ公園：60,065人
陵南の森運動広場：18,300人
中央スポーツ公園：20,568人
羽曳が丘テニスコート：7,089人
茶山テニスコート：6,896人
【休館日】12月29日～1月3日
中央スポーツ公園市民プール：19,737
人
【開場期間】7月20日～8月31日

指標の説明 施設を適正に維持管理するために行った業務の委託数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 施設全体の合計利用者数 単位 人

目標（見込） 11 10 14

目標（見込） 130,000 130,000 140,000

実績 116,803 132,655 －

指標の説明 １年間の延べ利用者数（市直営のスポーツ６施設合計）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 一定の成果は上がっているが向上余地がある。

B類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

B対象範囲や水準、手段は妥当か。 概ね妥当であるが見直しの余地がある。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響は大きい。

総合評価 現状維持 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

体育施設の管理については、市民の健康の保持増進及び相互交流の促進を図
る観点から、立地や使用内容に応じて無料施設と有料施設を分類しながら管理
し、生涯スポーツの場として提供しており、施設の修繕費や管理・整備等に係る
事業費については概ね妥当である。
なお、令和４年度には中央スポーツ公園内に市民プールがオープンしたととも
に、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場に指定管理者制度を導入した。
今後の課題として、各施設の老朽化に対応し、計画的に補修や維持管理を行う
必要がある。

市の上位計画との整合性を図りながら、計画的な事業計画や修繕計
画の策定、指定管理者制度の導入等を検討し、適正な管理を継続し
て行う。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

B人件費削減の余地はあるか。 削減を検討する余地がある。

受益者負担の割合は適正か。 適正な受益者負担である。
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#

事務事業名 体育施設運営事務事業
事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4413

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 623 事務事業コード 623-01-03

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

羽曳野市直営スポーツ施設(石川スポーツ公園、中央スポーツ公園、中央スポーツ公園市民プール、陵南の森運動広場、
羽曳が丘テニスコート、茶山テニスコート)

目的
（どうしたいか）

施設の適正な運営を行うことで、生涯スポーツの場を提供し、市民の健康の保持増進及び相互交流の促進を図る。

手段
（事業内容）

市職員による利用者対応

施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目 3 体育施設管理運営費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
消耗品費：656千円
砂代：451千円
原材料費：30千円
大会負担金：30千円
保険料：11千円
電話料：68千円
医薬材料費：26千円
薬品代：362千円

当初予算額 事業費

0 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 開館・開場・開園日数 単位 日

1,568 1,742 1,667

決算額
事業費 902 1,634 －

特定
財源等 0

≪事業の参考数値等≫

実績 302 359 － （各施設延べ利用者数）
石川スポーツ公園：60,065人
陵南の森運動広場：18,300人
中央スポーツ公園：20,568人
羽曳が丘テニスコート：7,089人
茶山テニスコート：6,896人
【休館日】12月29日～1月3日
中央スポーツ公園市民プール：19,737
人
【開場期間】7月20日～8月31日

指標の説明 各施設の開館・開場及び開園の日数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 施設全体の合計利用者数 単位 人

目標（見込） 300 359 359

目標（見込） 130,000 130,000 140,000

実績 116,803 132,655 －

指標の説明 １年間の延べ利用者数（市直営のスポーツ５施設合計）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 一定の成果は上がっているが向上余地がある。

B類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

B対象範囲や水準、手段は妥当か。 概ね妥当であるが見直しの余地がある。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響は大きい。

総合評価 現状維持 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

市直営の体育施設には、無料施設と有料施設があり、有料施設の管理形
態としては、会計年度職員等による市職員での管理のほか、事業者に委託
し施設の運用を行っており、施設運営に係る事業費については妥当であ
る。
なお、令和４年度には中央スポーツ公園内に市民プールがオープンしたと
ともに、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場に指定管理者制度を導入し
た。

新型コロナウイルス感染症が５類に移行するに伴い、コロナ禍以前の
利用に戻りつつある。施設の運営については、今後も引き続き利用者
が安全に活動できるよう取り組みを進めていく。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

B人件費削減の余地はあるか。 削減を検討する余地がある。

受益者負担の割合は適正か。 適正な受益者負担である。
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#

事務事業名
スポーツ施設利用予約システム運営事務事
業

事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4413

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 623 事務事業コード 623-01-06

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

羽曳野市民及び羽曳野市外利用者

目的
（どうしたいか）

スポーツ施設予約システムを整備することにより、スポーツ施設の利用予約や利用料金の支払い等の利便性の向上を図り、ス
ポーツ施設の利用を促進する。

手段
（事業内容）

パソコンやスマートフォンからインターネット経由でスポーツ施設の空き情報の照会や利用申込・取消し等を可能とする。また、利
用料金の口座振替により支払いの利便性の向上を図る。

施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目 1 保健体育総務費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】
口座振替分割統合処理料：32千円
システム運用委託料：1，783千円

【特定財源等】
システム登録・更新・再交付手数料：
８６千円

当初予算額 事業費

86 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 システム稼働日数 単位 日

1,813 1,930 1,821

決算額
事業費 1,810 1,815 －

特定
財源等 126

≪事業の参考数値等≫

実績 365 365 －

指標の説明 スポーツ施設予約システムの稼働日数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 スポーツ施設予約システム登録件数 単位 件

目標（見込） 365 365 365

目標（見込） 1,000 1,000 1,000

実績 950 968 －

指標の説明 スポーツ施設予約システムの利用者登録件数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 期待どおりの成果が上がっている。

A類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

A対象範囲や水準、手段は妥当か。 妥当である。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響がある。

総合評価 現状維持 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

施設利用者の利便性の向上等、市民のスポーツ施設の利用の促進に大き
な役割を担っている本システムについては、本年度６月に安全性の向上や
システム運用におけるランニングコストの削減を行えるようシステムサーバ
のクラウド化を実施した。

引き続き、インターネットを経由し、いつでもどこでも安全に空き情報
照会や利用予約、抽選機能、口座振替による利用料金の支払いなど
が可能となるよう、システムの管理運営に取り組む。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

A人件費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

受益者負担の割合は適正か。 適正な受益者負担である。
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事務事業名 学校体育施設開放事務事業
事務の種類 自治事務（任意のもの）

連絡先 内線4413

令和５年度羽曳野市事務事業評価シート（令和４年度実施事業）

6 62 623 事務事業コード 623-02-01

担当部署名 スポーツ振興課
予
算
科
目

会計 1 一般会計

総
合
基
本
計
画

施策目標 6 歴史・文化が息づき　心身ともに躍動するまち 款 10 教育費

施策 2 生涯スポーツ・レクリエーション 項 6 保健体育費

事
業
の
概
要

対象
（誰を・何を）

スポーツ・レクリエーション団体等

目的
（どうしたいか）

学校教育に支障のない範囲で小中学校のグラウンド、体育館、プール等を開放することにより、市民にスポーツやレクリエーショ
ン等に親しむ場を提供する。

手段
（事業内容）

市内居住・通学・通勤する者10名以上で構成する団体を対象に、毎年度、利用団体登録を行った上で、当該団体から月単位で
利用申請書の提出を受け、夜間や休日等、学校教育に支障がないと認めた日時の体育施設の利用承認を行う。

施策の方向 3 スポーツ施設の整備・充実 目 1 保健体育総務費

予算・決算額 (単位：千円) ≪主な内訳（令和４年度決算）≫

令和３年度 令和４年度 令和５年度 【事業費】

【特定財源】

当初予算額 事業費

0 －

活動指標 （事務事業の目的を達成するために、何をどれだけ行ったか）

指標名 開放小中学校等数 単位 開放校

0 49 0

決算額
事業費 0 0 －

特定
財源等 0

≪事業の参考数値等≫

実績 18 18 － 夏季の学校プールの開放については、
老朽化により学校プール授業を全校を
中止したことに伴い、学校施設開放事
業についても中止した。また、一部開放
校において、工事のため体育館を使用
できない期間があった。

指標の説明 学校体育施設を開放している小・中・義務教育学校の数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

成果指標 （事務事業を実施したことにより、目的がどの程度達成されたか）

指標名 利用実績延べ人数 単位 人

目標（見込） 18 18 18

目標（見込） 160,000 160,000 160,000

実績 99,811 158,831 －

指標の説明 学校体育施設を利用した延べ人数

令和３年度 令和４年度 令和５年度

有効性

目的に対する成果は上がっているか。成果向上の余地はあるか。 期待どおりの成果が上がっている。

A類似事業との統廃合はできるか。 統廃合はできない。/類似事業はない。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。 大きく貢献している。

個別評価

妥当性

本事業を市が行うのは妥当か。 妥当である。

A対象範囲や水準、手段は妥当か。 妥当である。

事業を廃止・休止した場合の影響は大きいか。 影響は大きい。

総合評価 改善して継続 今後の改善内容

（担当部局による総合評価の理由や課題） （令和５年度以後の事業実施への改善内容）

市民へのスポーツ活動の環境等を提供する事業として、新型コロナウイル
ス感染症の影響下においても、一定の利用者数となっていることから引き
続きリスク管理を徹底し、事業を推進していく。なお、利用希望団体数の増
加に伴い、希望に見合う利用が困難な学校施設も増加してきており、平等
に施設を提供できるよう利用団体向けの説明会開催等、利用調整に必要
な仕組づくりと、遵守事項の確認を引き続き書面やメール等で行う必要が
ある。

市内のすべての小・中・義務教育学校屋内運動場に空調設備が設置
されるに伴い、屋内運動場を使用する登録団体が空調の使用の際に
空調使用料の実費徴収をおこなう仕組みを整備する。

効率性

事業費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

B人件費削減の余地はあるか。 削減の余地はない。

受益者負担の割合は適正か。 見直しを検討する余地がある。


